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発行 ２３．７．７ 
 
      ＪＲ東労組 業務部 

５月２３日、東海道線大船駅構内で第１８２６Ｅ列車が貨物上り本線への異線現

示に気付かず、進入する事象が発生しました。各報道では、会社のプレス発表に基

づき運転士が信号を見間違えたことが原因とした報道が行われています。 

異線進入については、運転士が信号を見誤ったことが原因ではありますが、具体

的な背後要因については明らかにされていません。人間はミスをすることを前提に

置き、背後要因を掘り下げることが重要です。 

また、そもそも異線現示が発生した原因究明を徹底して行い、具体的な対策を講

じなければ再発防止することは出来ません。今事象においては、様々な背後要因に

ついて、職場から意見が出されています。「キヤＥ１９５系はレールを積載していな

いと軽いため、運転していても跳ねるような感覚がある」「短絡不良により ATOS モ

ニタから在線が消えることがある」「以前より、機関車の単機運転時に車両長やレー

ルの錆、雨などの条件により不正扛上は発生していた」との声が上がっています。

不正扛上の発生が異線現示の要因であるのならば、以前から発生していることであ

り、会社としてこの間対策を講じていないのではないかと疑問を持たざるを得ませ

ん。さらには、これまで発生している不正扛上について、関係職場に情報共有が適

切に行われておらず、安全がトッププライオリティとして位置付けられているのか

危惧します。 

 

１．２０２３年５月２３日に東海道線大船駅構内において、第１８２６Ｅ
列車に対する貨物上り本線への異線現示が発生した理由を明らかにする
こと。 

 
２．キヤＥ１９５系の運転に伴い不正扛上等、発生している課題を明らか
にすること。 

 
３．発生した事象に対しては、責任追及とせず「４Ｍ４Ｅ」分析手法等に
よる徹底した原因究明により、安全第一の職場を構築すること。 
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